
兵庫きのこ研究会　～観察会のようす～

兵庫・水辺ネットワーク会　～観察会のようす～ ため池・湿地帯生き物保全グループ　～観察会のようす～

NPO法人ランドエコシステム　～トンボ調査のようす～ 兵庫県立人と自然の博物館　～昆虫調査のようす～

NPO法人天然主義　～無人カメラによる撮影～

市民団体等による動植物調査がおこなわれています

　現在、あいな里山公園では、
約２０の市民団体が活動を行っ
ています。その活動内容は多種
多様で、耕作、竹林管理、樹林
管理、炭焼き、野草の保全・育
成、動植物調査と、どれも里地
里山の自然環境を通じた活動です。
　なかでも動植物調査について
は、生物多様性の状況の把握と
いう観点から野鳥、水生動植物、
昆虫、樹木、野草、キノコ類等
の調査や観察会を８つのグルー
プにより実施しています。これ
らの活動を通じて、この地区の
里地里山特有の動植物が数多く
確認されています。
　第１期開園に向けて工事が進
むなか、その調査結果を有効に
活用しつつ、市民団体等の協力
を得ながら公園づくりを進めて
います。

市 民活動のようす
－動植物調査編－

-  topics  -
市民活動のようす　－動植物調査編－

味噌づくり　　　
イベント報告
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すがすがしき　冬の里山！

～国営明石海峡公園神戸地区だより～～国営明石海峡公園神戸地区だより～
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国土交通省国土交通省

■落葉高木
■分布：北海道、本州、四国、九州

ブナ科Quercus serrataコナラ

め
まいな里山　 知識！？あ vol.10

植物編

　あいな里山公園で最も多く見られるのが
コナラ（木楢）。この地域の二次林を構成す
る代表的な樹木の一つで、古名は “ハハソ”
とも言います。縦に裂け目が入った灰色の
幹や、真ん中より先の方が幅が広いしずく
形の葉が特徴的で、仲間であるアベマキや
クヌギとの区別点になります。
　樹勢が強く、伐採しても切り株から萌芽
して再生するため、江戸時代より薪、木炭
として使われてきました。現在ではシイタ
ケのほだ木にも利用されています。
　冬の枯れ姿、淡緑色の新緑、秋の黄葉と、
四季を通して里山を彩る最も身近な樹木です。

日　時：平成２2年 3月 14日（日）10:00 ～ 12:00
場　所：国営明石海峡公園 神戸地区
定　員：先着 50名（3月 10日〆切）
参加費：一人 1000 円、1家族 1200 円（ほだ木、保険代込）
問合せ：NPO法人あいな育みの会事務局 　中西
           　 TEL&FAX(078)591-2644

～ 里山体験 ～
椎茸ほだ木づくり

イ ベント情報
開催期間
    平成２2年 3月 20日 ( 土 )
        ～ 5 月 30日 ( 日 )  72 日間

淡路夢舞台・国営明石海峡公園を
メイン会場にサテライト会場や
宝探し会場などを全島で展開！

お問合せ：淡路花博 10 周年記念事業実行委員会 TEL(0799)24-2011
詳しくは公式ホームページ　 www.awajihanahaku2010.jp

Events Information 淡 路島国営明石海峡公園から

この情報誌は、環境に配慮したFSC森林認証紙を使用してます。

〒651-1104
神戸市北区山田町藍那字伝庫37
TEL(078)593-3943
FAX(078)593-3944

電子メール　aina@joy.ocn.ne.jp

ホームページ
http://www.kkr.mlit.go.jp/akashi/

国営明石海峡公園事務所 
神戸地区現地事務所

製作・発行

毎月の発行です

↑こちらからダウンロードできます
あいな里山公園は、現在開園しておりません。
許可を受けた市民団体の活動やイベント以外での
一 般 の 公 園 内 の 立 ち 入 り は で き ま せ ん の で
ご注意ください。

　かつての農村では「味噌」は
家庭の味として、つくられてい
ました。大豆、麹、塩を材料と
して使うのは、どこも同じよう
ですが、その分量や麹の種類に
よって、変化に富んだ味が生ま
れます。
　近年では、手づくりの良さが
見直されてきており、味噌づく
りに関心を持つ人も増えてきて
いるようです。

　この日行われた味噌づくりイ

ベントには４０人もの参加者が
集まり、関心の高さが感じられ
ました。
　使用した大豆は、あらかじめ
水に浸していたものをふっくら
と茹であげ、その大豆をミンチ
器でつぶし、麹とよく混ぜ合わ
せてこねていきます。あめ（大
豆を煮たときにでる豆汁）で柔
らかさを調整し、ほどよい柔ら
かさになったら、空気が入らな
いよう容器に詰めていきます。
参加者には、小さな子どもたち
もおり、楽しそうにミンチ器で

つぶしたり、味噌をこねていま
した。
　この日つくった味噌は、熟成
期間が必要なため、味わえるの
は年末頃になるそうです。
　味噌づくりの後は、昨年の味
噌で使った味噌汁と麹でつくっ
た甘酒の試食がありました。甘
酒は、酒粕とはまた違った味に
参加者は喜んでいました。
　味噌づくりを通じて、農村の
暮らしや知恵が語られていく様
子は、あいな里山公園の魅力の
一つだと感じるイベントとなり
ました。
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味噌づくり
Events 平成 22年 2月 7日（日）

NPO法人あいな育みの会

食育講座スローフードを学ぼう




